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公益社団法人私立大学情報教育協会 

平成 25年度第 2回栄養学教育 FD/ICT活用研究委員会 議事録 

 

Ⅰ 日  時： 平成 26年 3月 26日（水） 16：00～18：00 

Ⅱ 場  所： 私立大学情報教育協会 事務局会議室 

Ⅲ 出席委員： 武藤 志真子(委員長)、石崎 由美子、原島恵美子、中川 靖枝 

欠席委員： 市丸 雄平、酒井 映子、室伏 誠、 

事務局 ： 井端 正臣（事務局長）、森下 幸平 

Ⅳ 資料 

(1)委員長配布：学士課程教育の今後～アクティブ・ラーニングと学びの空間の視点から～ 

女子栄養大学紀要 第 44号 平成 25年 12月 1日発行 

(2)事務局配布 

資料① 栄養学教育における教育改善モデルへのアンケート結果 

参考 0 日経新聞 2014，1，15 医療＋数学＝最適治療へ 

参考 1 高等学校教育と大学教育との接続。大学入学者選抜の在り方について(第四次提言) 

参考 2 FSP実践講座の授業内容と運営の工夫、日経新聞 2014，2，6(27面)大学 1年生… 

参考 3 私立大学等改革総合支援事業 配点区分表 

参考 4 大学の卒業認定 国の助成金見直し提言 日経新聞 2013，10，30  

参考 5 教授会の権限４項目に 日経新聞 2013，12，6   

参考 6 授業に「タブレット革命」 日経新聞 2013，11，30  

参考 7 ムークと反転授業がもたらす学びの変革 JUCEJoural2013年度, No3 

その他 委員会名簿：委員長以下上記 6名 

 

Ⅴ議事内容 

1．アンケートを踏まえた教育改善モデルの実現に向けた課題について 

（2012年版未知の時代を切り拓く教育と ICT活用―栄養学分野の検討課題について） 

第 1 回本会議においてアンケートを踏まえて検討した際、能動的学修の実現に向けた手

法、および学修到達度の評価の表現等が保留事項課題となり、以下の最終修正を実施した。

印刷物の修正は不可能なため、本会議での検討で最終確定としWeb上の PDFを修正する。 

(1)栄養学教育における学士力の考察の到達目標、到達度について①～⑬の検討 

①到達目標 3解説「健康的な食物」という箇所は、 

「健康的な生活を営むために必要な食物」とする。 

②到達目標 3解説「消費者の視点から」という箇所は 

 「供給者と消費者の両方の視点から」とする。 

③到達目標 3到達度②「…を身に付けている」という箇所は 

 「…を理解して実践できる」とする。 
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④到達目標③到達度②の「測定法は、難しいのでプレゼンテーションに」という指摘には、 

特に修正なしであることを確認した。 

⑤到達目標③到達度③「食情報の真偽、情報の価値を判断できる」という文言を入れるべ

きという指摘には、 特に修正なしであることを確認した。 

⑥到達目標③到達度②「HACCPシステム」は「ISO…」が適切という指摘には、特に修正

なしであることを確認した。 

⑦学士力…職業人としての資質に関しては、到達目標 1 解説で述べているので、特に修正

なしであることを確認した。 

⑧食品産業に無関係な学生への教養科目の導入の提案には、 特に修正なしであることを

確認した。 

⑨到達目標１到達度④「食品の栄養成分」という表現は、「食品成分」にという指摘には、

②、③、④と連動しているので、 特に修正なしであることを確認した。 

⑩到達目標 2到達度⑤「食育の意義について理解し、地域社会…」という箇所は 

 「教育機関や地域社会」とする。 

⑪到達目標 2到達度③ は、特に修正なしであることを確認した。 

⑫到達目標 2到達度②「…嗜好性の良好な食物の調整をする…」という箇所は 

 「嗜好性に配慮して食物を選択し、献立を作成して調理する…」とする。 

⑬第 1節 栄養学教育における学士力の考察の解説 9行目「学際領域との協働活動」と 

いう箇所は、「学際領域や生活者視点を加えた協働活動」とする。 

 

2．今後の研究の進め方について 

(1) 26年度は、アクティブ・ラーニングの取り組みを推進する。 

(2) 委員長より配布資料「学士課程教育の今後―アクティブ・ラーニングと学びの空間の視

点からついて―」の概要が解説され、本委員会としてはアクティブ・ラーニングの円滑

な運営を検討課題とする。他教科の教員との連携をはかる。 

(3) 参考資料３の私立大学等改革総合支援事業における、 

１．基本的事項に係る評価の(2)教育の質向上に関する PDCAサイクルの確立の 

⑪アクティブ・ラーニングによる授業の実施を促進する。 

(4) サイバー登録会員の 5％程度の参加を目途に、対話集会を開催する。 

委員会は 2回開催を予定し、対話集会運営の準備とする。 

 

3．その他  

次回委員会開催予定日 第 1回 6月 7日(土)13：00～15：00  

第 2回 12月(日時未定) 


